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総当たり交配によるニジマスの低酸素耐性形質における遺伝率の推定
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要 約

低酸素耐性形質の遺伝的変異を調査する方法として、酸素過飽和状態の水に供試魚を入

、 、 、れ 空気中の酸素がとけ込む状態で実験を行うことによって 徐々に溶存酸素量が減少し

交配区間の差異が検出できることを示した。

低酸素耐性形質においても平均死亡時間は生残率と有意な強い相関関係が認められ、低

酸素耐性を評価する方法として平均死亡時間を用いることが有効であることを示した。こ

の指標を用いることによって低酸素耐性形質の狭義の遺伝率を推定したところ、0.442 と

高い値を示し、ニジマスの低酸素耐性形質には高い遺伝的変異が保有されていることが示

された。

同一親魚を用いて求めた広義の遺伝率は狭義の遺伝率よりもやや高い値を示し、過大評

価することが示された。しかし、その分布が単峰型の分布を示すことや、標準偏差の変動

内に狭義の遺伝率が含まれていたことから、広義の遺伝率によって遺伝的変異性を把握す

ることができると考えられた。

変動指数は狭義の遺伝率よりも低い値を示し、過小評価することが示された。しかし、

その分布が単峰型の分布を示すことから、変動指数によって遺伝的変異性を把握すること

ができると考えられた。
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